
昔
は
地
域
で
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
遊

び
、
年
長
の
子
ど
も

が
幼
い
子
ど
も
に
遊

び
を
教
え
た
り
、
そ

れ
を
温
か
く
見
守
る

大
人
の
姿
が
よ
く
見

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
に

声
を
掛
け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
と
の
交
流

不
足
か
ら
人
間
関
係
を
上
手
に
つ
く
れ
ず
、

集
団
に
な
じ
め
な
か
っ
た
り
、
孤
立
す
る

子
ど
も
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
共
に

育
つ
ふ
れ
あ
い
の
場
が
一
層
大
切
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
市
で
は
12
年
度
か
ら
、「
ふ
れ
あ
い

教
育
推
進
事
業
」
を
市
立
の
全
中
学
校
区

で
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
園
・
地
域
・
家

庭
が
協
働
し
て
、
学
校
園
と
地
域
社
会
が

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
習
・

生
活
の
場
と
な
る
よ
う
各
校
区
で
特
色
を

出
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
27
日
、
市

民
文
化
会
館
で
音

楽
鑑
賞
会
が
あ
り
、

地
域
の
未
就
園
児

か
ら
小
学
１
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
始
ま
る
と
会
場

は
元
気
な
声
や
笑
い
声
で
熱
気
い
っ
ぱ

い
！
　
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
踊
り
に
じ

っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
思
わ
ず
体
を
動
か

す
子
ど
も
た
ち
も
。
会
場
は
み
ん
な
の
心

が
一
つ
に
な
り
、
最
後
ま
で
温
か
く
、
や

さ
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
の
12
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
渋

谷
会
館
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て

「
囲
碁
・
将
棋
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
対
戦
し
て
い
る
様
子
は
真
剣

そ
の
も
の
。
遊
び
と
い
え
ば
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
が
主
流
の
今
、
こ
ん
な
姿
も
い
い

も
の
で
す
。

とき＝２月27日 午前10時　とこ
ろ＝市役所３階議会会議室　定員＝
５人（先着順） 問い合わせ＝人権
推進課（ 754・6232）

とき＝２月27日 午後７時～９時　
ところ＝男女共生サロン　定員＝５
人（先着順） 問い合わせ＝男女共
同参画担当（ 754・6231）

男女共生サロン内情報・図書コーナーの
古い雑誌（15年１～12月号）を差し上げま
す。
とき＝２月14日 午前10時30分　とこ

ろ＝男女共生サロン　内容＝『婦人公論』
『おしゃれ工房』『文藝春秋』『オレンジペー
ジ』『趣味の園芸』『婦人の友』などを配布。
１人３冊まで（先着順）

男女共生サロン

雑誌プレゼント

市人権協会では、人権相談所を開設して
います。気軽にご相談ください。相談は無
料で秘密厳守。
【人権文化交流センター】
水・木曜日の午後１時～４時（ 754・
6395）
【市役所１階相談コーナー】
金曜日の午後１時～４時

気軽にどうぞ

人 権 相 談

ご
存
じ
で
す
か
「
池
田
市
ふ
れ
あ
い
教
育
推
進
事
業
」

問
い
合
わ
せ
は
人
権
教
育
課
（

７
５
４
・
６
２
９
４
）

ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
ー

「
囲
碁
・
将
棋
教
室
」

市
民
文
化
会
館
で
「
音
楽
観
賞
会
」

問い合わせは人権推進課（ 754・6232）

問い合わせは男女共同参画担当（ 754・6231）



こ
の
場
所
の
南
に
位
置
す
る
石
橋
南
小

学
校
に
は
「
石
橋
の
い
わ
れ
石
」
と
い
う

石
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
説
明
板
に

よ
る
と
、
こ
の
石
は
旧
能
勢
街
道
と
旧
西

国
街
道
が
交
差
す
る
西
側
の
小
川
に
架
か

っ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
40
年
ご
ろ
ま
で

は
幅
約
３
・
６

、
長
さ
約
１
・
８

の

一
枚
岩
で
あ
り
、「
石
橋
」
の
地
名
は
こ

の
石
の
橋
か
ら
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
石
の
中
央
に
あ
る
丸
い
く
ぼ

み
は
、
明
治
維
新
の
時
に
三
条
実
美
ら
が

失
脚
し
、
京
か
ら
長
州
へ
逃
れ
る
途
中

（
七
卿
落
ち
）、
こ
の
石
橋
の
上
で
京
の
方

へ
祈
っ
た
時
に
で
き
た
馬
の
ひ
づ
め
の
跡

で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（

７
５

４
・
６
２
９
５
）

以
前
、
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
池
で
、
池
の

水
を
抜
く
と
き
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
し

ま
う
よ
う
に
す
る
っ
と
早
く
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

道
を
し
ば
ら
く
南
に
進
む
と
国
道
１
７

１
号
と
国
道
１
７
６
号
が
交
じ
わ
る
石
橋

阪
大
下
交
差
点
に
至
り
ま
す
。
信
号
を
渡

り
、
交
差
点
か
ら
南
へ
20

ほ
ど
進
ん
だ

辺
り
で
、
南
西
に
延
び
る
道
に
入
り
ま
す
。

す
ぐ
右
手
に
は
バ
ラ
園
が
あ
り
、
園
内
奥

に
は
近
く
の
池
で
用
い
ら
れ
て
い
た
石
樋

な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

道
を
南
に
進
み
左
手
に
石
橋
地
蔵
堂
を

過
ぎ
る
と
、
阪
急
電
鉄
宝
塚
線
の
踏
切
に

至
り
ま
す
。
こ
こ
は
大
阪
か
ら
能
勢
に
通

じ
る
能
勢
街
道
と
の
交
差
場
所
で
あ
り
、

江
戸
時
代
は
法
令
な
ど
を
記
し
た
高
札
が

掲
げ
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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前
回
は
、
石
橋
２
丁
目
の
国
道
１
７
１

号
か
ら
分
か
れ
た
水
路
沿
い
の
道
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
道
沿
い
の
左
手
に
は
、

五
輪
塔
な
ど
が
集
め
ら
れ
た
場
所
（
弁
財

天
社
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
に
あ
る

無
縁
佛
供
養
塔
に
は
「
安
政
池
　
素
面
池

新
池
」
や
「
地
歌
　
二
町
八
反

池
三
つ

こ
れ
で
や
け
た
ら
　
な
ん
と
正
傳
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
素
面
池
は
、
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石橋南幼稚園

石
橋
駅
前
公
園

阪

急

宝

塚

線

道

公
園

公
園

街

国

１
７
６

国道171号

いわれ石

石
橋
駅

石
橋
地
蔵
堂

弁
財
天
社

大
阪
大
学

石橋阪大下
交差点

西

国

能

勢

街

道石橋南小学校

号

道

能勢街道
と交差

西
国
街
道
（
そ
の
３
）

石橋のいわれ石


